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平成２９年度 鳥取大学第１回経営協議会 議事要旨 

 

日 時   平成２９年６月２６日（月） １３：３０ ～ １５：３０ 

場 所   鳥取大学事務局棟 第一会議室 

出席者  （学外）魚谷，高橋，永井，長谷川，松本，宮﨑の各委員 

（学内）豐島，中島，柗見，細井，香川，法橋，原田の各委員 

陪席者   田中監事，古塚副学長，安延副学長，山口副学長，藤井地域学部長，

廣岡医学部長，河田工学研究科長，田村農学部長 

 

＜新任委員・陪席者の紹介＞ 

 

議長代理の指名 

 議事に先立ち，議長より，本学執行部体制の変更に伴う経営協議会の議長代

理の指名について，第１順位を教育担当理事（中島理事），第２順位を研究担当

理事（柗見理事）とする旨発言があり，承認した。 

 

議事要旨の承認 

前回（平成２９年３月２１日開催，平成２８年度第６回）の議事要旨を承認

した。 

 

議  題 

１．平成２８年度業務実績報告 

資料１に基づき，平成２８年度業務実績報告書について，「重点的に取り組ん

だ事項」，「戦略性が高く，意欲的な目標・計画」及び「機能強化の重点支援」

に関して説明があり，審議の結果承認した。 

 

― 委員からの主な発言 ― 

◇ 「地域科学技術実証拠点整備事業」に採択され整備される「とっとり発医

療イノベーション（創薬）産学官連携研究開発実証拠点」について，既存の

「とっとりバイオフロンティア」とのより良い関係を望む旨の発言があり，

「とっとりバイオフロンティア」は，鳥取県の支援の下に染色体工学技術を

基盤として，創薬や遺伝子・細胞治療などを目指した先端医療分野における

基礎的な技術開発を行っており，地域科学技術実証拠点整備事業ではバイオ

フロンティアで培ってきた技術を活用して，がんなどの難病の薬の開発を企

業とともに強力に推進することが目的とするもので，密接な関係性を持ちつ

つ，適切に棲み分けられている旨の説明があった。 
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２．平成２８年度決算 

資料２に基づき，平成２８年度決算について，貸借対照表及び損益計算書等

により決算の概要の説明があり，審議の結果承認した。 

 

３．平成３０年度重点支援に係る概算要求の方向性 

資料３に基づき，平成３０年度の重点支援に係る概算要求における，「機能強

化促進係数による再配分を踏まえた増額要求及び組織整備に係る新規・拡充要

求する課題」，「基幹経費化を要望する課題」，「継続要求する課題」及び「施設

整備費」について方向性の説明があり，審議の結果承認した。 

 また，今後の概算要求スケジュールについて併せて説明があった。 

 

― 委員からの主な発言 ― 

◇ 人件費を要求する組織整備が目立つが，人件費と施設・設備とのバランスを

とりながら要求を行う必要があるのではないかという旨の発言があった。 

 

報  告 

１．第２期中期目標期間に係る業務の実績に関する評価結果 

 資料４に基づき，第２期中期目標期間に係る業務の実績に関する評価の結果

について説明があり，全ての項目について中期目標の達成状況が「良好」もし

くは「おおむね良好」の評価を得た旨の報告があった。 

 

― 委員からの主な発言 ― 

◇ テニュアトラック制度に関し，任期満了後の処遇について質問があり，本学

では再任後のポストを確保した上で採用を行っており，全学の委員で構成さ

れた委員会において研究業績等に基づき，３年目に中間審査を，５年目に最終

的な審査を行ったうえで，任期の定めのない教員への切り替えを行うことと

している旨の説明があった。 

 

２．平成２８年度資金運用実績 

資料５に基づき，平成２８年度資金運用実績について，受取利息が４，６６

７千円となった旨の報告があった。 

 

３．平成２９年度入試状況及び平成２８年度就職等状況 

 資料６に基づき，平成２９年度入試状況及び平成２８年度就職等状況につい

て報告があった。 

 

 

― 委員からの主な発言 ― 
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◇ 鳥取県内の１８歳人口は減少しているが，鳥取県内出身の入学生数につい

て，一定数が保たれていることは良いことである旨の発言があった。 

 

４．新規医療推進研究センターの設置 

 資料７に基づき，本年４月に設置した新規医療推進研究センターの運営体制，

業務の概要等について報告があった。 

 

５．その他 

◇ ６月９日に米子市長が就任の挨拶のため米子キャパスを訪問し，医学部

長・病院長と，今後の協力関係に関する意見交換を行った旨報告があった。 

 

◇ 委員より，本学附属特別支援学校が日本学校図書館振興会の主催する「学

校図書館賞」を受賞したことについて，一人一人のニーズに応じた取り組み

が評価されたもので，関係者の努力の賜物である旨の発言があった。 

 

◇ 資料９に基づき，次回の経営協議会を９月２２日に開催予定である旨説明

があった。 


